
日本一起業家に優しいまち・北九州市

本気の挑戦を、
本気で支える。
ALL for STARTUP

北九州市における
スタートアップ支援
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自己紹介

1

片山 憲一

東北大学 工学部 卒業

昭和５０年４月 北九州市 入職
企画政策室長、港湾空港局長、産業経済局長、
市民文化スポーツ局長を歴任

平成２５年３月 北九州市 退職

平成２５年６月 北九州エアターミナル株式会社 代表取締役社長 就任
平成３０年４月 学校法人西日本工業学園理事 就任
平成３１年４月 西日本工業大学学長 就任

令和 ５年４月 北九州市副市長 就任

北九州市 副市長

略歴
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イノベーションシティ「北九州市」

先進的介護「北九州モデル」

北九州市発祥

出現率全国１位

北九州市創業

出光佐三氏 鮎川義介氏 アーケード/銀天街

帝国
データ
バンク

2

24時間営業のスーパーマーケット
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1963
北九州市発足

2000～

▼激甚な公害が発生
「七色の煙」や「死の海」

▼「オイルショック後の鉄冷え」

1901
官営八幡製鐵所

1917
東洋陶器

1915
安川電機製作所

●エコタウンプロジェクト
【環境産業】

●学術研究都市【新産業】

1950～1900～

2011
環境未来都市に選定

2022
脱炭素先行地域に選定

新たなドラマ
のスタート

『ものづくりのまち』として
日本の高度成長期をけん引

当時、世界で類を見ない五市対等合併により、九州初の
『百万都市』、『政令指定都市』として、北九州市が誕生

●人口急増

時代の最前線で常に新しいことに挑戦し、
多くの困難を乗り越えてきた「ものづくり」のまち

（GX・サステナブル）
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課題先進都市から課題解決先進都市へ

4

山積する行政・企業の課題

少子高齢化 健康寿命延伸 地域の担い手

カーボン
ニュートラル

2024年問題 事業変革

新規事業開発 ＧＸ ＤＸ

スタートアップ

課題解決先進都市の実現

新たな産業の創出

北九州市の経済が停滞した主な要因

①人口減少の中での投資停滞

②第三次産業の成長停滞

③基幹産業である製造業の伸び悩み

④産業の新陳代謝停滞

⑤若者の人材流出

停滞からの「再起動」に向けて
負のスパイラルをプラスの好循環

に転換させていく
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北九州市のスタートアップエコシステム

2020年 スタートアップ・エコシステム推進拠点都市に選定
強みの環境・ロボット、DX分野を中心にテック系エコシステム拠点都市を形成

第１期

北九州市SDGsスタートアップエコシステムコンソーシアム

目指す将来像

会長 武内 和久北九州市長 民間（46団体）

大学・高専等（10団体） 行政等（7団体） 63
団体

推進体制

北九州市の強みポテンシャル

年間3,000人超の
理工系人材を輩出

北九州学術研究都市エコタウン

洋上風力

第2期 2025年 スタートアップ・エコシステム拠点都市（中核都市型）にエントリー

5年後の目指す姿
ものづくり・グリーン・ソーシャルＡＩを中心にスタートアップが生み出す

イノベーションで、世界を先導し成長を続けるサステナブルシティ
5
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北九州市のスタートアップエコシステム
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北九州市の主なスタートアップ支援（全体像）

方向性
大学発はじめ市内スタート

アップの創出
スタートアップの成長

スタートアップによる課題解
決・オープンイノベーション

の促進

産
学
官
の
連
携
に
よ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

COMPASS小倉

ハンズオンによる
創業支援

アクセラレーショ
ンプログラム

起業家育成サポート

民間事業者への補助

アントレプレナーシップ教育

小中学生向け起業体験プログラム

PARKS

九州・沖縄・山口地域
の19大学にて構成する
コンソーシアムによる

大学発の取組

開業ワンストップ
センター

KKJビジネスサ
ポートセンター

成長支援プログラム

市内スタートアップ向け
資金支援・伴走支援・人材採用支

援

イノベーション支援プログラム

市内市外スタートアップ向け
資金支援・伴走支援

企業変革・スタートアップ・グロースサポート事業

「北九州課題快傑バスターズ」

課題収集・分析～北九州市の行政・企業の課題とスタートアップのマッチン
グ

～資金調達 の一気通貫スキーム

ファンドへの出資

VCが組成するファンドを通じた支援

トライアル発注（政策目的随契）

SUのプロダクトを市が随契で調達

認定ベンチャーキャピタル連携 地域活性化起業人の活用

雇用・労働相談センター
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株式会社クアンド（代表取締役CEO 下岡純一郎） 株式会社KiQ Robotics（代表取締役滝本隆）

ハインツテック株式会社（代表取締役社長 青木睦

子）
株式会社TriOrb（代表取締役CEO 石田秀一）

株式会社EVモーターズ・ジャパン（代表取締役社長佐藤裕之）

活躍する北九州発スタートアップ

大阪・関西万博  EVバス約100台納車！

製造業やメンテナンス業などの
現場向けビデオ通話アプリ
「SynQ Remote」の開発

産業用ロボットシステムの研究
開発やロボットハンドツール
「ラティス構造柔軟指」の
開発・販売

３つの球と３つのモーターで構成
され、360度全方向に自由自在に
移動できるプラットフォーム
「TriOrb BASE」の開発・販売

独自技術を搭載した商用ＥＶ（バス・トラック・
小型モビリティ等）、急速充電器等の開発・販売

細胞内外との物質のやり取りを
実現する、細胞加⼯用ナノ注射器の
製造の⾼効率化及びその活用の
⾼度化に関する研究開発

九州⼯業大学発

九州⼯業大学発／北九州⾼専発

北九州学術研究都市（早稲田大学）発
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